
富津市社会教育委員会議録 

 

１ 会議の名称  令和４年度第１回富津市社会教育委員会議  

２ 開催日時  
令和４年６月 24 日(金) 

午後２時 00 分～午後３時 30 分  

３ 開催場所  富津市役所 502 会議室  

４ 審議等事項  

（１）  令和３年度富津市社会教育事業報告について  

（２）  令和４年度富津市社会教育事業計画について  

（３）  その他  

５ 出席者名  

（社会教育委員）  

細谷憲一郎、嶋野利郎、野尻剛史、大野泰代、髙橋栄二、 

杉田玲子、森千枝子、石井喜美子、佐藤泰代  

（事務局）  

岡根教育長、平野教育部長、平野公民館長、  

樋口生涯学習課長、伊藤生涯学習課長補佐、前田社会

教育主事、杉本主任司書  

６ 公開又は  

非公開の別  
公開   ・ 一部非公開  ・ 非公開  

７ 非公開の  

理由 
 

８ 傍聴人数 ０人（定員５人） 

９ 所管課  教育部生涯学習課社会教育係  電話：８０－１３４５  

10 会議録  

（発言の内容）  
別紙のとおり  
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第１回  富津市社会教育委員会議会議録  

発言者  発言内容  

樋口課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡根教育長  

 

 

樋口課長  

 

 

 

各委員  

 

樋口課長  

 

 

 

事務局職員 

 

 

それでは定刻前ではありますが、お揃いになられているよう

なので始めさせていただきます。  

本日は、お忙しい中ご出席いただき、誠にありがとうござい

ます。進行を務めます、生涯学習課長の樋口です。よろしくお

願いいたします。  

開会に先立ちまして、今年度新たに社会教育委員になられた

方々に、委嘱状を交付させていただきます。  

お名前をお呼びしますので、その場でご起立をお願いいたし

ます。岡根教育長と平野教育部長が皆様の前に回ってまいりま

すので、お一人ずつお受け取りいただきたいと思います。 

 

（委嘱状交付）  

 

 

それでは、新年度最初の会議となりますので、委員の皆様の

自己紹介をお願いします。  

名簿順に細谷委員からお願いいたします。  

 

（自己紹介）  

 

ありがとうございました。  

続きまして、事務局職員の自己紹介を行います。教育長から

お願いいたします。  

 

（自己紹介） 
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樋口課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋口課長  

 

 

岡根教育長  

 

ここで、会議の公開についてご説明いたします。  

本会議は、富津市情報公開条例第 23 条第１項の規定により

公開となります。このため、後ほど会議録署名人２名を決めて

いただきたいと思います。また、会議録作成のため録音をさせ

ていただきますので、ご了承願います。  

 会議に先立ち、出欠席のご報告をさせていただきます。本日

の出席委員は９名、欠席委員は４名でございます。従いまして、

過半数の出席がございますので、社会教育委員会議運営規則第

３条第５項の規定により、会議は成立いたします。  

 それでは、ただ今から令和４年度第１回富津市社会教育委員

会議を始めさせていただきます。  

 はじめに、髙橋委員長からご挨拶をお願いいたします。  

 

 昨年はいろいろありまして、生涯学習バスのラッピングの絵

画の審査や、教育長から諮問をいただいて、富津市立図書館整

備基本計画の策定のために、定例会の他に臨時会を２回行い、

おかげさまで教育長に答申させていただいて、今は図書館の準

備が進んでいるところと聞いております。  

 ２つ目は、コロナが少し収まってきたため、県の社会教育委

員会議の話では、今年の大会は昨年よりも規模を大きくしてや

りたいとのことです。また、君津地方社会教育委員連絡協議会

の大会も２年間やっていませんが、これも開催の方向に向けて

進めたいと考えております。今年度もいろいろ進めていきたい

ので、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。  

 

 ありがとうございました。続きまして、岡根教育長からご挨

拶を申し上げます。  

  

 本日はご多用の中、社会教育委員会議にご出席いただきあり

がとうございます。現在進めております富津市立図書館です
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樋口課長  

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

各委員  

 

髙橋委員長  

が、順調に進んでいるとの報告を受けております。小さくても

小回りの利く、市民に愛着を持っていただき、活用される図書

館であることが大切だと思っております。その点からも、委員

の皆様には、いかに市民に活用していただけるかについてのお

知恵をいただければと思っております。  

 また、社会教育の観点からも、どのような学習の機会が必要

かについてもご助言をいただければ幸いです。例えば、18 歳の

成人といわれて選挙権等もあるわけですが、政治に対する視野

を広げる学習の機会など、少年期、青年期、壮年期、老年期の

それぞれの社会教育のあり方についても、皆様の視点からご助

言をいただければと思っています。  

 今回の会議は、昨年度の事業報告と今年度の事業計画が中心

ですが、常に市民の社会教育環境をどうつくっていくか、また、

その成果をどう評価していくかというマネジメントを図って

いきたいと思っていますので、ご意見、ご指導をいただければ

と思っております。よろしくお願いします。  

 

 ありがとうございました。  

 これより議事の進行につきましては、富津市社会教育委員会

議運営規則第３条第４項の規定により、髙橋委員長に進めてい

ただきます。まず会議録署名人２名を決めていただきたいと思

います。  

 それでは、髙橋委員長お願いいたします。 

 

 それでは議題に入る前に、会議録署名人の指名についてです

が、慣例により私から指名することでよろしいでしょうか、  

 

（「異議なし」との声あり） 

 

 では、細谷委員と嶋野委員でよろしいでしょうか。  
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各委員  

 

髙橋委員長  

 

 

 

 

 

伊藤課長補佐  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（「異議なし」との声あり） 

 

 ご異議もないようですので、会議録署名人は、細谷委員と嶋

野委員に決定いたします。  

 それでは、「議題（１）令和３年度富津市生涯学習関係事業に

ついて」を議題といたします。  

 事務局より、説明を求めます。  

 

それでは、ご説明申し上げます。  

まず、資料に添付してあります職員配置表をご覧いただきま

して、教育委員会とはこういうものであると改めてご確認いた

だきたいと思います。  

狭い意味での教育委員会といいますと、教育長を含む合計５

名の教育委員の方々でありますが、市長が教育のことを知らな

いというのはいかがなものかということで、市長を交えた総合

教育会議というものがございます。  

それから、下にございますのが事務局で、そのトップが教育

部長となっております。我々は生涯学習課と公民館ということ

で、下の方に配置されておりますが、これだけの人数でやって

おります。  

それでは、「令和３年度富津市生涯学習関係事業報告」をご覧

ください。例年ですと、教育委員会の点検・評価という資料を

活用して報告していましたが、今回はまだ定まっておりません

ので参考資料として添付しております。本日は、この「富津市

生涯学習関係事業報告」という資料で説明させていただきま

す。  

まず、教育施策にのっとって、私たちは事業を進めておりま

す。2020年までの教育施策は、章立てがなく、「第１部学校教育

の充実」、「第２部生涯学習の充実」、それに続いて「第３部青少
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年健全育成」、「第４部スポーツ・レクリエーション」、「第５部

文化芸術」、「第６部文化財の保存・活用」というように、学校

教育以外のボリュームが多かったので、2021年からは見直しま

して、学校教育と生涯学習の両輪で進んでいくということにな

っています。  

その中でまず、「１学び、活かす  生涯学習の推進」というこ

とで、この社会教育委員会議で初の諮問を受けまして、富津市

立図書館整備基本計画を皆さんに検討していただきました。  

最初から傍聴人が多い中、会議を４回行い、２月に答申、そ

して教育委員会で策定となっております。  

それから、（３）の一番下に書いてあります、平成 29年から１

台体制になってしまった生涯学習バスですが、市制施行 50周年

記念事業として、新しくバスを購入し、５年ぶりに２台体制と

なりました。  

新しいバスのラッピングについては、委員の皆様にも審査員

になっていただきました。どうもありがとうございました。10

名の児童の作品が選ばれましたが、応募総数が 263名というこ

とで、どの絵も素晴らしかったと思います。  

新しいバスの大きさは、従来のバスと全く同じですが、44人

乗りから28人乗りと、かなりスペースが広くなり、大人の方も

ゆったりと乗っていただけると思います。ご活用をお願いいた

します。  

 資料の裏面にいきまして、「２家庭教育への支援と連携・協働

の推進」ということで、平成 30 年あたりから、中央公民館で放

課後ルームを試験的に始めました。これを家庭教育支援事業の

補助金をもって、指導員と支援員を置いて、それぞれ学校を増

やしました。   

細谷先生のいらっしゃる環小学校も、学校のご協力のもと、

登録者数も 20 数人おり、活況を呈しております。  

 全体では、令和２年度は 42 人で、これでも多かったのです
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が、昨年度は３校合わせて 75 人の登録がありました。昨年はキ

ャパシティを少し超えておりまして、今年は若干制限を設けて

おります。今年の登録者数は、合計で 60 名程度となっておりま

す。  

 現在は、密にならないようにしており、家庭教育指導員と社

会教育指導員でまかないきれる人数が３校なのですが、将来的

には、放課後子供教室、学童クラブを、全学校で設置すること

になっております。それから、放課後ルームと学童クラブの一

体型、連携型ということも視野に入れて進めることになってお

ります。  

私たちとしては、指導員、支援員の先生方以外に、地元のボ

ランティアの方々の居場所としてそこを使っていただきなが

ら、子どもたちの居場所を確保して、学校の支援に繋げていく

という循環ができればと考えております。  

 その学校の支援ということですが、「（２）地域学校協働活動

の推進」がございます。地域学校協働本部というものが、各自

治体で必置になっております。当市は、各学校の単体を作るこ

とはこれからやっていかなければならないのですが、上記の放

課後ルームや、中学３年生の塾に行っていない子どもたちの支

援をやっておりますので、市域全体の協働本部があるというこ

とになっています。これからは、各単体の学校や地域の本部の

設置が求められていきます。  

 先ほどの放課後ルームの大貫小についてですが、昨年までは

中央公民館の一室を借りて活動し、月末あたりに試験的に大貫

小学校で活動していましたが、本年度からは、大貫小の空き教

室と体育館を活用して、活動しております。  

もともと、富津小、環小は学校で活動しているのですが、こ

れで３校とも学校を中心に活動することとなりました。  

大貫小は空き教室を提供していただくということで、そこに

地元の方などに積極的に入っていただきます。現状では、杉田
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髙橋委員長  

 

委員は、以前から読み聞かせの会を学校でやっておられます。

また、大野委員も長年太鼓の先生をされており、その活動をし

ている離れの校舎の一室を借りて、地域の方が活動する場を確

保したということです。本年度から来年にかけて、単一校の本

部に成長していければいいのではないかと思っています。ご協

力をお願いいたします。  

「３郷土愛を育み多様な文化にふれ親しむ環境づくり」の

「（１）文化財の保存・活用」ですが、これは令和３年度の計画

を元に報告を作成したわけですが、重要なことが抜けておりま

す。２番目あたりに、「内裏塚古墳群、鋸山」とあります。   

鋸山は、皆さんご存じのことと思いますが、日本遺産の候補

地域になりました。この前の年度に、日本遺産の申請をしまし

たが、残念ながら最後の選考に漏れてしまいました。  

それから急遽、候補地域の選考が始まったので、申請したと

ころ、北海道の小樽市、京都市と並んで候補地域となりました。

３か年の国の補助金を受けまして、事業を行い、基盤を固めて、

４年後に日本遺産の一群に入れるようにしたいと考えており

ます。  

今年度は２年目に入りますが、良い事業ができているのでは

ないかと思います。候補地域にはなっているのですが、それを

知らない市民の方もまだ多くいらっしゃるので、これから広報

活動に務めていきたいと思います。  

当市の生涯学習部門としては、他に文化芸術やスポーツ・レ

クリエーションがあります。令和３年度までは、コロナ禍のた

め数々の事業が中止になっていましたが、今年度は再開されま

す。令和３年度の事業報告として、駆け足ではありますが、以

上で終わりたいと思います。  

 

事務局の説明が終わりました。委員の皆さんから、ご質問等

はございますか。  
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樋口課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

 

樋口課長  

 

 

 

私から一つ聞いてもいいでしょうか。日本遺産候補地域に鋸

山が選ばれたことは聞いていますが、昨年度はどんな事業をさ

れたのですか。  

 

私からご説明申し上げます。日本遺産候補地域については、

去年の７月に文化庁の認定を受けました。それをもちまして、

９月頃から、昨年度、今年度、来年度と３か年で事業をしてい

くという形になります。  

昨年はまず、地域の方々に考えていただく取組として、ワー

クショップを行いました。  

また、現地でニーズ調査ということで、実際に来ている方が、

何回目来ているか、どこから来ているか、どういうところに興

味があるかなどを調査しました。  

他にも、鋸山では迷子や事故も起きていますので、危険個所

を確認するため、また、新たな遺構などを見つけるため、航空

測量も行いました。  

そして、鋸山を象徴するシンボルマークを作成する取組も行

いました。  

こういった、いくつかの取組を合算して、地域活性化につな

げていきたいと考えております。昨年は、その足固めの年でし

た。  

 

ありがとうございました。先ほどの説明にあったように、市

民がどれだけこのことを知っているのか、広報活動が大事です

ね。  

 

そうですね。また、今年度、確定ではないのですが、東京湾

フェリーさんにご協力いただいて、船上から鋸山を見ていただ

いて説明をしたり、シンポジウムを開催したりという形で、ホ

ームページなどを活用しながら広報活動を続けていきたいと考
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髙橋委員長  

 

 

 

野尻委員  

 

 

 

 

 

 

伊藤課長補佐  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

細谷委員  

 

 

えています。  

 

ありがとうございました。素朴な質問でもいいので、他に何

かありますか。  

野尻委員、どうぞ。  

 

放課後ルームについて、教えていただきたいのですが、各ル

ームの対象となる児童は、その学校に通っている児童なのでし

ょうか。  

また、今後放課後ルームを開設する学校を増やしていく予定

について、細かいところがわかっていれば、教えていただきた

いと思います。  

 

現状は３校ですが、対象はそれぞれの学校に通う児童で、登

録をして、参加してもらっています。どの児童が来てもいい状

態が望ましいのですが、けがや登下校の問題もありますので、

登録者のみの参加とさせていただき、保険にも加入してもらっ

ています。そのためにも、登録制とさせていただいています。  

また、これから増設する予定なのですが、当面は４か所を目

標としております。というのは、先ほど申しましたとおり、職

員で対応できるのが３校であり、それぞれが地域の方のご協力

を得られれば、あと１校くらいは増やすことができるのではな

いかということで決めた数字です。候補としては、天羽小学校

で行うことを計画しておりました。  

 

他にありますか。  

 

関連して、環小学校の放課後ルームの現状をお話しいたしま

す。現在、放課後ルームが週に１回あり、本校の 53 人の児童の

うち、約半分の 25、6 人が登録をしております。送り迎えは保
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髙橋委員長  

 

各委員  

 

髙橋委員長  

 

 

各委員  

 

髙橋委員長  

 

 

 

 

伊藤課長補佐  

 

 

護者が行うということなので、ハードルが高いかと思っていま

したが、保護者の協力をいただきながら、多くの子どもたちが

登録して活動しています。  

子どもたちは、とても楽しみにしており、指導員の方たちも

４、５人来ていただいているので、宿題をやりたい子、外で遊

びたい子、体育館で遊びたい子などに分かれて、好きなものを

好きなペースでできるというのが、子どもたちのニーズと合っ

ているようです。  

指導員の方も、地域をよく知っている方がいるので、時間が

あると地域を散策していただくこともあり、とても子どもたち

に好評です。学校としても、回数を週１回ではなく、増やして

もらいたいと思っていたところです。  

 

他に何かありますか。  

 

（「なし」との声あり）  

 

ないようですので、議題（１）令和３年度富津市生涯学習関

係事業について、ご承認いただける方は挙手願います。  

 

（全員が挙手）  

 

全員が賛成ということで、「議題（１）令和３年度富津市生涯

学習関係事業について」は承認されました。  

次に、「議題（２）令和４年度富津市生涯学習関係事業につい

て」を議題といたします。事務局より説明を求めます。  

 

それでは、「令和４年度富津市生涯学習関係事業計画（案）」

をご覧ください。先ほどの事業報告と違っている点は、右上の

「富津市みらい構想」の（仮称）が取れております。３年度末
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にこの構想が出たわけですが、「みらい構想」自体の位置づけも、

「富津市人口ビジョン 2040」の人口の減少を抑制するというこ

とと、そのための総合戦略と並行して、富津市の総合的な計画

として位置づけられています。  

内容については、「誇りと愛着を持てるまち  ふっつ」を元に

それぞれの目標が決められています。  

それから、個別計画として、それぞれの部署において計画が

立てられ、そのうちの一つとして、「富津市教育施策」が挙げら

れています。  

学校教育と生涯学習という両輪でやっていくものなのです

が、文部科学省や県の方針として、「社会に開かれた教育課程」

ということで、コミュニティ・スクールや地域学校協働活動本

部といったもので、地域に開かれた学校運営を行うとともに、

地域全体で学校教育を盛り立てていきます。  

それから、もう一つ、「学校を核とした地域づくり」というこ

とが掲げられております。一昔前までは、公民館を中心とした

地域づくりや街づくりといったことが行われておりまして、地

域交流センターなどはそういった流れでつくられたものです。   

自治体によっては、街づくり部門が公民館を統括している例も

あります。  

現状に照らしまして、子どもたちを地域で育てていくという

方が、地域づくりに結び付くのではないかといった方向転換が

されており、「家庭・地域教育力の向上」というテーマを元に、

学校を核として地域づくりをしていこうという方向になってい

ます。  

それを具体化するため、資料裏面の「２家庭教育への支援と

連携・協働の推進」ということで、家庭教育支援や地域学校協

働活動の推進を中心に行っていきます。  

また、「３郷土愛を育み多様な文化にふれ親しむ環境づくり」

で、鋸山日本遺産「候補地域」という項目がありますが、地域
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髙橋委員長  

 

 

石井委員  

 

 

 

 

 

の誇るべき文化財や共同体を育みながら、郷土に誇りを持ち、

新たな魅力を創造していただければと考えております。  

今は学校を核として、居場所を持ちつつ、地域づくりに主体

的に関わっていくような市民を増やし、私たちがいかにそのよ

うになっていくかということが重要であると思います。本年度

もそのような方向で、事業を模索してやっていきたいと考えて

います。  

冒頭の教育長の挨拶でもありましたように、市長からのリク

エストでもありまして、私たちがどのようにすれば各世代の

方々を惹きつけるような事業を行えるのか、皆様方のご意見を

伺いたいということで、アンケート用紙をつけてあります。  

アンケートの２番目がその内容です。資料の「第２章  生涯

学習の充実」で、「富津で学び、富津で活かせる、学習機会の促

進」とまとめられておりますが、各世代で、どのようにして学

習機会を作っていけばよいのかを皆様方に伺いたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。  

アンケートの１番目ですが、図書館について、皆様方に立案

していただいた基本計画を元に着々と進めてまいりますが、開

館した後、どのようにすれば利用者が増えるのかということに

ついて、ご意見をお聞かせ願いたいと思います。  

 

 事務局からの説明は終わりました。委員の皆さんから、ご質

問等はございますか。  

 

 事業計画（案）の中で、「学校を核とした地域づくり」という

点で、賛成の立場で考えを話させていただきたいと思います。 

 富津市は小学校の統合がかなり進んでおり、例えば天羽小学

校は、金谷から天神山までの地区を含んでおり、広範囲から子

どもたちが通ってきています。その点で、先ほども話があった

ように、放課後ルームの４校目を天羽小学校につくるのは、と
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てもいいのではないかなと思いました。ぜひ、実現していただ

きたいと思います。  

 それから、質問なのですが、資料の裏面の「（３）青少年健全

育成の推進」で、「青少年健全育成団体への支援と連携」の中で、

令和３年度の事業報告では PTA が入っていたのですが、令和４

年度の事業計画では PTA が入っていません。  

 今日、実は吉野小学校は資源回収が最終日で、今までとスタ

イルが変わっていました。今までは PTA の理事さんたちが各家

庭を回っていましたが、コロナの影響もあると思いますが、数

年前から、学校だよりで資源回収の日程をお知らせして、学校

まで運んできてもらうという形に変わりました。  

 私が現職の頃は、まだ人数も多く、 PTA の組織がしっかりし

ていて、PTA の方々のご協力がとてもありがたかったことを覚

えています。  

 ところが、コロナの関係もあってか、資源回収のスタイル 1

つにしてみても、 PTA が関わっていないようなので、一体 PTA

の活動はどうなっているのだろうかと思い、質問します。  

 これは、 PTA 活動そのものの衰退なのか、それとも、こうい

った状況なので、コロナを機会にピンチをチャンスに変えて、

いろいろなものの見直しを図っていこうとしているのか。その

見直しの 1 つとして、 PTA 活動は少し置いておいて、地域でで

きることは地域で何とかしていこうということに変わりつつ

あるのか。そういった点で、 PTA の活動はどうなっているのか

ということをお伺いしたいと思います。  

 地域で子どもを育てるというのは、とても大事なことです

し、そこに PTA はどのように関わるのか、親御さんとしては PTA

をもっと地域に PR してもいいのではないかと思いました。  

 もし、現状はどうなっているか、わかれば教えていただきた

いと思います。  
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 まず、青少年健全育成団体から PTA の文字がなくなったとい

うことについてですが、 PTA というのは、親御さんと教職員と

の共同の組織です。資料表面の社会教育関係団体に PTA があり

まして、そちらの意味合いの方が強いので、統合させていただ

きました。  

 それから、私自身が地域的に知っていることとして、お話し

ます。おそらく石井委員と同じ小学校区だと思うのですが、あ

の小学校では、数年前に当時の会長さんが PTA の組織を持たな

いような方向づけを行ったと聞いています。石井委員のおっし

ゃるように、PTA の衰退ということもあるかもしれませんが、

みんなでやるというスタイルになったのだと思います。コロナ

禍となり、回収ではなく、一週間くらいの期間、別棟に地域の

方が持ち寄る。その期間外でも、学校に連絡すれば持っていく

ことが出来るという形をとっています。  

 

 私は大貫に住んでいるので、大貫小学校のことが耳に入って

くることが多いのですが、つい先日も大貫小学校のコミュニテ

ィ・スクールということで、私もその委員として出席して、第

１回の会議が終わったばかりです。その中で、石井委員のおっ

しゃるように、今の PTA の活動とは？と考えさせられました。 

私たちが PTA として活動していた頃は、美化委員など校内の

環境を整える委員がありました。しかし、今は共働き家庭が増

えたり、学童の人数が増えてきたりとか、私がいた頃とはだい

ぶ違うなと実感しております。  

その中で大貫小さんは、 PTA 活動ではなく、奉仕作業の日と

いうものを設けて、どなたでも、何分でも可能という感じで、

確か曜日でやっていたと思います。それで、ご夫婦で「 30 分だ

けです。ごめんなさい」と来られた方がいるという報告をこの

間受けました。  

なかなか人数が広がらないので、どうしたらいいものかとい
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石井委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉田委員  

 

 

うことを校長先生がおっしゃっていて、それは皆さんでこれか

ら広げていく方法を考えられますねということで話題になっ

ていました。  

子どもの数も親の数も多く、委員会もたくさんあるというよ

うな時代から考えると、今は規模がだいぶ縮小されているよう

です。もう一回活動を見直して、地域にいろんなものを返して

いき、PTA を核にして、その外に地域の人々がいるような形で、

一緒に何ができるかを相互に考えていけるといいなと思いま

した。石井委員のおっしゃるとおり、今がチャンスなのかもし

れません。  

いろいろなことが変化してきて、そのために生まれた疑問を

整理して、自分の立場では何ができるのかについて、世代別に

考えるべきか、現在子育てしている方を支援する方法について

自分ができることは何かなどを考えるようになりました。その

ためにもお互いに色々と声に出して共有していければいいな

と思っています。  

 

時代が変わっていくということで、自分が思うイメージのま

まではないと思っています。ただ、自分が現職の時にお世話に

なった学校では、PTA の組織を作る上での意識が強かったので、

今もそういう方たちはたくさんいるとは思いますが、共稼ぎや

コロナ禍などで時代が変わる中で、 PTA 組織の姿も変わって当

然だと思います。それをいかに、子どもを核とした PTA の活動

とするかを考えていけたらいいと思います。  

今日は、たまたま資源回収があったので、それをきっかけに

お尋ねしました。  

 

そういう風な視点から、みんなで言葉に出して、一緒に聞い

て、意見を出し合えるといいと思います。  
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野尻委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

岡根教育長  

 

 

 

 

 

 

 

PTA の野尻委員どうですか。  

 

現状として、PTA でどのような活動をしているか、ここ数年

のコロナの状況で何が起きているかということですが、 PTA 役

員も任期で交代があるので、コロナ禍前の状況を経験してきた

役員さんと、コロナ禍の最中で任期を終えていく役員さんなど

で、上手く引継ぎを行えていないところもあります。その中で

も、できなかった事業を見直して、それは本当に必要なのかを

試行錯誤しながらやっております。  

例えば、私は青堀小学区なのですが、今までバザーをやって

いましたが、現在はコロナ禍のためやっておりません。その中

で、保護者の方の意見を聞くと、バザーに出品するものはたい

てい家にあるものを出品するのですが、わざわざ買ってきて出

品するご家庭もあるということでした。そういった意見を聞く

と、本当に必要なのかと考えさせられる機会が生まれました。 

一方で、バザーを楽しみにしている地域の方がいます。私は

PTA のバザーを経験していますが、始まる前から地域の方たち

が列をつくって、楽しみに待っている姿を見ると、本当にこれ

でやめてしまっていいのかと思うところもあります。  

 

 このことに関して、他に意見はありますか。  

 

 １つ課題になるのが、少子化です。子どもたちの数が少なく

て、 PTA 活動で奉仕活動をやってくださっても、大変な量をや

っています。そうした時に、地域の方々が協力してくれるよう

なシステムをつくれるといいなと思います。  

 もう１つは、統廃合です。例えば、天羽小学校には、金谷、

天神山、竹岡、湊地区の子どもたちが来るわけです。今までだ

ったら、竹岡小学校や金谷小学校があったので、そこの保護者

や地域の人たちの「おらが学校」という意識が強かったと思い
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髙橋委員長  

 

森委員  

 

 

ます。それを今、天羽小学校になった時に、広い学区の中で、

「おらが学校」という意識をどうつくるかというのが、地域活

性化の上で、コミュニティ・スクールの役割になっているのだ

と思います。  

 今年の天羽小学校のコミュニティ・スクールのテーマが、各

地域における、学校の支えとなるような組織づくりです。  

 PTA については、皆さんに活動していただいて、助かる組織

ですし、ぜひ続けていただければと思いますが、やはり、PTA だ

けでなく、地域の方々と学校がお互いに学校や地区の課題に対

して連携して学校を経営することが今後求められると思いま

す。校長先生方には、今年のテーマとして、地域と共にある学

校をどうつくるかという話をしています。  

 学校の規模も、青堀小学校のように子どもがたくさんいると

ころと、私の住んでいる佐貫小学校のように四十数人しかいな

いところがあり、土曜日に草刈り作業をやっているのを見る

と、手伝わなければいけないかなと思います。  

 そういう点で、地域で子どもたちを見る目を育てていくとい

うことが地域づくりとして非常に重要で、ややもすると、子ど

もを叱ると「なぜうちの子どもを叱るのか」と言う親が出てき

たりするような状況は避けたいので、地域の子どもたちをみん

なで育む風土をつくっていく必要があると思います。石井委員

のおっしゃったように、少子化の中でも地域は皆で見ていこう

といった知恵をコミュニティ・スクールなどでお貸ししてほし

いと思います。  

  

 他に何かありますか。  

 

 資料裏面の「（３）青少年健全育成の推進」というところで、

青少年健全育成団体への支援と連携とあります。私は、スポー

ツ少年団というわけではありませんが、子どもから大人までを
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伊藤課長補佐  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

杉田委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

杉田委員  

対象にしたスポーツ団体をやっていますが、支援と連携とは、

実際どのようなことをしているのですか。  

 

 青少年相談員や子ども会については、社会教育係が担当して

おります。まず、青少年相談員については、知事から委嘱され

て、事務局は富津市がやっております。子ども会については、

以前は事務局のようなことをやっていましたが、任意団体です

ので、補助金はそのままですが、自前でマネジメントをしてい

る自立した組織です。  

 スポーツ少年団に関しては、市に登録のあるスポーツ関係団

体をまとめて富津市スポーツ少年団という組織となっており

ます。それ以外のスポーツ活動をされている方々と、その他の

団体との交流があるかどうかは存じ上げませんが、できればい

ろいろな組織や学校、市も相談いただければ、窓口になるよう

なイメージを書いてございます。  

 

 他に何かありますか。  

 

 市でボランティアを集って、例えばブックスタートを始めて

いただいて、ここ数年の間で新しいことが始まりましたが、コ

ロナでこの２年くらい、まったくやれなくなりました。  

それが、やっと今規制が緩くなってきて、以前の生活に戻り

つつある雰囲気になってきましたが、年単位で活動を休止して

いたものですから、市で新たに発信をするときに、最初の頃の

ように熱のある募集を市民にしていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。  

  

 ブックスタートの関係ですか。  

 

 市で募集しているものについてです。例えば「まちの先生」
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伊藤課長補佐  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

にしても、長くやっていると思いますが、先ほど話したコミュ

ニティ・スクールの会議の時に、ぜひ活用してくださいとお願

いしてきました。ですから、私はそういった発言をする機会が

あった時は、なるべく市の制度を使っていただこうと思って宣

伝しています。  

 せっかく始めたもの、長く続いているものですので、声掛け

を丁寧にしていただきたいと思います。  

 

 

 ありがとうございます。確かに、ブックスタートに関しては、

千葉県内で最後の数自治体になった時に、いままで図書館関係

の施策をやろうとした時に、図書館がないために予算化されな

かったという経緯がありましたので、それではいけないという

ことで、子育て関係の部署や健康づくり課などとタイアップし

て、募集させていただきました。  

 おっしゃるとおり、望外の反響をいただきまして、16 名くら

いボランティアの方々が集まってくださり、市民の何かしたい

という熱意を感じました。それが元になって、今後協働本部が  

形としてただあるのではなく、地域の方が何かしたいけど何か

あるかなという場になればよいと思います。  

 また、「まちの先生」は平成 13 年度から始まっているシステ

ムで、人材バンクとしては県内でも早かったと思います。その

時から登録されている方もいらっしゃいますが、最近はかなり

減ってきている現状です。協働活動を進めていく中で、特殊な

技術をお持ちの方などの参加を促し、せっかくあるシステムな

ので、学校の授業や子どもたちに限らず活用を PR していきた

いと思います。  

 

 他に何かありますか。  

 



20 

石井委員  

 

 

 

 

 

 

樋口課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

 

各委員  

 

髙橋委員長  

 

 

 

 

 

伊藤課長補佐  

 社会教育施設の整備の中で、昨年度は図書館建設で勉強させ

ていただいて、いよいよ次年度開館予定ということで進んでい

ると思います。現在このような状況下で、世界的な動きを見る

と、本当に開館できるのかという思いと、必ず開館してもらい

たいという思いで複雑です。開館に向けての見通しを教えてい

ただきたいです。  

 

 「その他」で進捗の説明があると思います。見通しという意

味では、令和５年４月の開館に向けて進めています。ただ今、

設計業務がスタートしまして、これは６月の上旬から８月の中

旬までの予定となっております。イオン側の工事が７月から９

月まで行われます。市側の工事は、10 月からで、物価の高騰な

どを加味しても 12 月までと見ております。年が明けて、本を配

架したり、システムを組んでいくことになると思います。  

 今後、我々だけでは何ともできない事情が起きるかもしれま

せんが、現段階ではスケジュール通りに進んでいます。  

 

 ありがとうございます。  

他にないようですので、議題（２）令和４年度富津市生涯学

習関係事業について、ご承認いただける方は挙手願います。  

 

（全員が挙手）  

 

 全員が賛成です。したがいまして、議題（２）令和４年度富

津市生涯学習関係事業については承認されました。  

それでは、「（案）」を消してください。  

 次に、「その他」に入ります。それでは、（１）富津市立図書

館の進捗について、事務局より説明を求めます。  

 

 おおむね、先ほど課長がお話ししたとおりです。  
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髙橋委員長  

 

 

 

 

伊藤課長補佐  

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

 

伊藤課長補佐  

 

 

 今、進めているのが、司書による選書です。これは何万冊も

選ばなければならないので、業者さんと協力しながらやってお

ります。  

 また、今の図書システムを延長していくわけですが、規模が

大きくなるので、機器の設定やシステムアップをしていかなけ

ればなりません。  

 それから、先ほどありました通り、購入した本を配架すると

いう業務を年明けにやらなければなりません。  

実は今月、皆さま方の計画を実現した図書館設置条例が、議

会の最終日に可決され、来年４月の開館を打ち出すことができ

ました。  

それから先が、実際は大事ですので、委員の皆さま方も引き

続きご協力をお願いいたします。  

 

今説明が終わりましたが、何か質問等はございますか。  

私から１つお聞きします。本の選定についてですが、業者は

具体的に決まっているのですか。それとも、これから決めるの

ですか。  

 

現在、本は (株)図書館流通センターから IC タグ込みで購入

しているので、システムの関係上そこ以外は考えられないとい

うことです。随意契約になる予定です。  

 

他に何かございませんか。  

ないようなので、（２）「富津市子どもの読書活動推進計画」

第２次計画について、説明してください。  

 

図書館整備基本計画の前に、社会教育委員会議で立案した計

画が、この「富津市子どもの読書活動推進計画」でした。  

これも、実は十何年も前から計画の素案がありまして、何度
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も立ち上がったのですが、図書館がないために没になり続けて

きました。しかし、皆様のご協力を得て、県下の市で最後にこ

の計画ができあがりました。  

初めての方もいらっしゃいますので、縮刷版で皆様のお手元

にお配りしております。  

「はじめに」にもあるとおり、皆様の熱意をもって作り上げ

たものです。ボランティアの話もそうですが、図書ボランティ

アや公民館の整備など、市民の皆様のお力をお借りして、図書

の需要そのものも、過去最高にもう少しで達するかという矢先

に、コロナ禍となってしまいました。しかし、皆様の熱意に呼

応するように、令和２年の２月に、すべての施設をシステム化

して、１つの図書館のように流通することができ、貸出率も上

がってきました。  

この計画は、システムが導入される直前に作られたものなの

で、これが評価されて、システムが導入されたと思います。  

その延長で、図書館をつくるという事業が、昨年度の５月あ

たりに入ってきました。この計画は目標年度が 2022 年度のも

のが多く、学校の中での目標が 2020 年度というのがあります

が、その他の項目は 2022 年度を目標としたものです。到達して

いる目標もあるのですが、アクシデントで目標未満のものもあ

ります。  

新しい計画は今年度中に検討し、来年度新しい計画という年

回りではあるのですが、来年度図書館ができるということで、

それ以降はがらっと変わってしまうため、その変わった様子も

含めて、来年度中に新たな第２次計画を策定するという方向で

考えております。また皆様にこの計画を読んでいただき、思い

出していただきながら、現状等を反映させながら、新しい計画

を協議して作り上げていただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。  
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事務局からの説明は終わりました。委員の皆さんから、ご意

見、質問等はございますか。  

来年度からアドバイスしてほしいということですね。今年は

勉強期間ということですか。  

 

そうですね。図書館が出来てからの体制が、今は想像でしか

ないので、それを加味して新しい計画をつくっていく必要があ

ると思います。新しい計画は、おおむね５年間となっておりま

す。  

 

何か質問等ございますか。  

ないようですので、（３）からの、各種会議、大会等について、

説明をお願いします。  

 

その他の（３）からは、連協の行事が書いてあります。冒頭

に委員長からありましたように、（３）君津地方社会教育委員連

絡協議会をしばらく書面開催で行っていましたが、昨年度は会

則の大改訂を行い、新しい体制で７月 23 日（土）に総会が行わ

れます。総会の前に理事会が行われることが規定されているの

で、同日開催で、理事の方は午後２時半から理事会に参加し、

総会は午後３時半からとなります。  

会場は今のところ富津公民館を予約してありますが、正副会

長会議の中で、これからはリモートも併用した方がいいのでは

ないかという話がありました。しかし、富津の公民館はまだ Wi-

Fi 環境が整っていませんので、リモート開催はできないという

ことで、ひょっとしたら君津の会場でそれができれば、お借り

して小ぢんまりとした会場でもできるのではないかと考えて

います。ご参加をよろしくお願いいたします。  

 次に、（４）君津地方社会教育推進大会についてです。富津市

の推進大会がなくなって久しいですが、これが唯一一堂に会す
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髙橋委員長  

 

 

 

る場となっております。これも、富津市が大会の当番だった令

和元年度を最後に、行われておりませんでした。担当は２年交

替で、今年度は木更津市さんが当番となります。木更津市さん

は、今年改修等のため、大きなホールが使えないということで、

富津市の会場の空きがあることを伝えてあります。時期はいつ

も７月の暑い時期でしたが、今年度は秋以降を考えています。 

 （５）千葉県社会教育振興大会ですが、昨年度までは事務局

１人、委員１人ということで、委員長と私が参加していました。

今年度は、また皆さんに参加していただけるかもしれないとい

うことでした。  

 （６）関東甲信越静社会教育研究大会についてですが、昨年

度の関東大会は東京大会で、東京の委員のみの参加となりまし

たが、その代わりウェブ配信がありました。皆さんにはそれを

見ていただいて、文字起こししたものを配付させていただきま

した。とても良い内容でしたので、もしリクエストがあれば、

資料をお渡ししたいと思います。  

 （７）全国社会教育研究大会広島大会についてですが、全国

大会の開催地がだんだん遠くなっており、参加することはでき

ないということで、４市の研修の中でも、正副会長・理事の方

が参加できるのは、関東大会くらいまでとなっております。も

しかすると、関東大会は、４市の研修の代わりに参加するとい

うことになるかもしれません。今後の会議の進捗によって決ま

ると思います。  

 もし参加するとしたら、11 月 10 日にメインの大会に参加し、

11 日の分科会は参加できないかもしれません。  

 

 事務局からの説明は終わりました。委員の皆さんから、ご意

見、質問等ございますか。  

 どなたか、その他にございませんか。  

 ないようですので、これで本日の会議はすべて終了いたしま
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各位委員  

 

樋口課長  

した。皆様のご協力に感謝申し上げ、本日の会議を閉じさせて

いただきます。  

 

 ありがとうございました。  

 

 ありがとうございました。  

 以上をもちまして、令和４年度第１回富津市社会教育委員会

議を閉会といたします。お疲れさまでした。  

 

 

 


